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開催の概要

救急外来への搬送は、
高齢者からの「SOS」かもしれません

本交流集会では、救急搬送を繰り返す高齢者の事例から、

クリティカルケアの現場で生活上の課題に気づき、

在宅での生活へつなぐための視点を皆さんとともに考えます。

救急要請の背景や受診後の課題を共有し、

高齢者が地域で安心して暮らし続けるために、

明日から実践できる支援や連携のあり方について、

模擬事例を通して一緒に考えましょう！
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